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           似 心 歩  幸   問題       様  問題 自分 心  造 出      神様 心    問題 解決              

1. 神の性質 2.キリストを主人に 3. 聖化の実 4部「第二の宗教改革」
(Ⅰペテ 2:9)

1)人間は神様の形に創造
―霊的な存在

2)神様の性質(人間にはない性質)
－永遠性,普遍性,全能性

3)神様の性質(人間にもある性質）
―いつくしみ・憐み・善良

4)詩 106:1(主はまことにいつくし
み深い。その恵みはとこしえまで)
(1)神様はいつくしみ深い
―主はいつくしみ深さを聖徒に

下さる

(2)神様は完全な善を持っている
―善を聖徒にも与えた。

5)ヨハ 3:16(神は、実にそのひとり
子をお与えになったほどに世を

愛された。それは御子を信じる者

が、ひとりとして滅びることな
く永遠のいのちを持つためである)
・神様は愛である

―聖徒に愛の心を下さる

6)出 34:6(主は彼の前を通り過ぎ
るとき、宣言された。「主、主は、

あわれみ深く、情け深い神、怒

るのにおそく、恵みとまことに

富み」)
(1)創世記 3章の事件(神様から
離れ,原罪,悪魔の支配)
(2)精神問題(躁うつ等)、人間関
係の問題、肉体の問題が起こる。

(3)ねたみ、劣等感の問題
(4)本来の姿を回復することが救い
―救いは霊,精神,身体,生活を
回復

(5)神様はあわれみ深い方
(6)回復の方法
―キリストを主人とする

1)罪
(1)未信者の罪－キリストを信じないこと。
(2)聖徒の罪－キリストを主人としない

2)根本問題を解決する道
(1)全能の神様が人となり根本問題を解決
(2)キリストを信じて主人として迎える

3)ヨハ 1:12(この方を受け入れた人々、すなわ
ち、その名を信じた人々には、神の子ども

とされる特権をお与えになった)
(1)信じて受け入れる
―神の子供（主が共におられ守られる)
(2)キリストに似た者に変わる
①本来の性質は変わらなくても性格は変わる

Ex.悪い人が善良な人に変わっていく
②イエス様を主人とする―心が変化する

4)ガラ 2:20(私はキリストとともに十字架に
つけられました。もはや私が生きているの

ではなく、キリストが私のうちに生きてお

られるのです)
(1)聖徒はキリストと共に十字架につけられた
(2)どんな悩みも心配も主に告げる
(3)主が共におられることを信じる
―主が生きておられることを体験。

5)ゼカ 4:6(『権力によらず、能力によらず、
わたしの霊によって』と万軍の主は仰せ

られる)
(1)聖霊の力―伝道の働きが成される
(2)聖霊の働き―聖化が成される

6)御言葉の力を体験－聖霊の働き
(1)聖書の本文を何度も読む。
(2)メッセージを繰り返し聞く。
(3)御言葉を書き起こしをする。
(4)御言葉の暗唱・黙想をする。
(5)起床時－神様が共いることを考える。

7)キリストを聖徒の主人とする。
(1)聖化の実が結ぶ。
(2)器が整えられていく。

▲キリストと繋がっていれば聖化の実が結ぶ

1)ルカ 6:27-28(あなたの敵を愛しなさい／憎む者に善を行いなさい。)
2)ルカ 6:35(彼らによくしてやり、返してもらうことを考えずに貸しなさい)
(1)未信者の歩み:善良な人―騙される・損をする
(善良な人間になってもこの世でうまく生きるとは限らない)

(2)神の子供の歩み
キリストに似た心を持つ(善良な人間となること)―答えられる

3)ルカ 6:36(あなたがたの天の父があわれみ深いように、あなたがた
も、あわれみ深くしなさい)
‣天の父が憐み深いように神の子供たちも憐み深くなるべき。

4)ルカ 6:37(さばいてはいけません)
(1)人を評価し裁きをする生き方
―自分自身が苦しむ(知識者、地位のある人にその傾向が強い）
(2)神様の子供の心―万民祭司の務め(赦しをする・相手の罪の赦し
のために祈る・他人を祝福する祈りをする)

5)ルカ 6:38(与えなさい。そうすれば、自分も与えられます)
･大きな器を持った人物となる－器を備える時に神様は注ぐ

6)ガラ 5:22-23(御霊の実は、愛、喜び、平安、寛容、親切、善意、誠
実、柔和、自制です)
･キリストと共に歩むものは御霊の実が結ぶ

7)ピリ 2:5-8(人としての性質をもって現れ、自分を卑しくし、死にま
で従い、実に十字架の死にまでも従われました)
･キリストは神様であるのにご自身を捨てた－神様の愛

8)Ⅰヨハ 4:7-8(私たちは、互いに愛し合いましょう)
・互いに愛し合う－キリストを主人とする時に可能

9)ルカ 6:46(なぜ、わたしを『主よ、主よ』と呼びながら、わたしの
言うことを行わないのですか)
・御言葉を実践する者となる

10)ルカ 6:48-49(その人は、地面を深く掘り下げ、岩の上に土台を据
えて、それから家を建てた人に似ています)
(1)御言葉をよく聞き、従う人(基礎工事を忠実にする人)
－洪水が来てもびくともせずに崩れない

(2)御言葉を聞いても実行しない人(土台なしに家を建てる人)
－洪水が来た時に崩れてしまう

(3)キリストの心を持ち、器を整える－神様は用いて下さる
結論：聖徒には霊的な命がある－キリストを主人とする

・世界福音化のために答えを下さるので御言葉に従う者となる

・福音を味わうほど、福音的な人になる－答えがくる

1517年
2017年
50×10回
50年－ヨベル
158年－1％

1．キリスト
1)聖書、教会史
創 3:15
出 3:18

2)王、祭司、預言者
メシヤ＝王

3)1885年:自由主義神学
イエスはキリスト

キリストはキリスト

キリストは主人

2．万民王、万民祭司、
万民預言者

(Ⅰペテ 2:9)
1)使 1:3(天命）
2)預言者(ヨハ 20:21)
3)区域地教会
レムナント

8000教会
今日の 3つ

3．力
1)主人
2)御言葉
3)聖霊
使 1:8→証人



区域地教会（2017 年 5 月 21 日～5月 27 日）

【賛美】 「イエスわが王よ」

１）イエスわが王を賛美で迎えん 栄光の主の御座を もうけたまえ主よ

私は神のもの ゆえに神にささげん 御心のままにおさめよ 主イエスよ

２）イエスわが王よ ここに来られ われが主にささぐ 賛美受けたまえ

われは主のしもべ 主はわれらのきみ 主なるイエス来られ 賛美を受けたまえ

【使徒信条】

我は天地の造り主、全能の父なる神を信ず。我はその独り子、我らの主、イエス・キリストを信ず。

主は聖霊によりてやどり、おとめマリアより生まれ、ポンテオ・ピラトのもとに苦しみを受け、十字架に

つけられ、死にて葬られ、よみにくだり、三日目に死人のうちよりよみがえり、天にのぼり、全能の父

なる神の右に座したまえり、かしこより来たりて、生ける者と死にたる者とを審きたまわん。我は聖

霊を信ず、聖なる公同の教会、聖徒の交わり、罪のゆるし、からだのよみがえり、とこしえの命を信

ず。アーメン

【メッセージ】 「キリストに似た心を持ちなさい」(ルカ 6:27-38)

【讃美】 404(304) 妙なる神の愛

【祈り】

①教会の祈りの課題

・「第二の RUTC 運動」（本部 元旦メッセージ）のメッセージの成就のために。

・「第二の宗教改革」（福音宣教教会 元旦メッセージ）。全聖徒が万民王、万民祭司、

万民預言者の使命を成し遂げ、2017 年に 1％福音化が成されるように。

・ 3 つの運動（区域地教会，レムナント，8000 教会･286 人の宣教師）の成就のため。

・御国イザヤ牧師に聖霊充満と 5 つの力が与えられるように。

②区域地教会の聖徒の中で欠席された方、問題、病のある方、新しい家族のために。

③区域地教会参加者の祈りの課題（集まった聖徒の祈り課題を付箋に記入）のため。

【フォーラム】

【祈り】

【主の祈り】

天にましますわれらの父よ。ねがわくは、御名をあがめさせたまえ。御国をきた

らせたまえ。みこころの天になるごとく、地にもなさせたまえ。我らの日用の糧を、

今日も与えたまえ。我らに罪をおかす者を、我らがゆるすごとく、我らの罪をもゆ

るしたまえ。我らをこころみにあわせず、悪より救いだしたまえ。国とちからと栄

とは、限りなくなんじのものなればなり。 アーメン

講壇メッセージを通した御言葉・祈り・伝道

御言葉黙想

ルカ 6:37「さばいてはいけません。そうすれば、自分もさばかれま

せん。人を罪に定めてはいけません。そうすれば、自分も罪に定め

られません。赦しなさい。そうすれば、自分も赦されます。」

祈り

天の父なる神様。憐み深く、慈しみ深い神様の恵みに感謝を捧げ

ます。神様から離れ、罪とサタンの中で、神様の性質を失っていた

私のためにキリストが来てくださいました。

キリストによって神様の形を回復することが出来たことを感謝し

ます。キリストを主人としながら、キリストに似た心を持つことが

出来ますように。どんなことでも赦し、裁きあうことがなく、互い

に愛し合い、あわれみの心を持って人に接することができますよう

に。聖霊の働きの中で御霊の実を結ぶ者となれますように。

また御言葉の黙想や暗唱、書き取りなどを通して御言葉をよく聞

き、御言葉に従うことができますように。このお祈りをイエスキリ

ストのお名前によってお祈りささげます。アーメン

伝道
(対象者 3名)

今週の

ミッション

・講壇のメッセージの書き起こし

・御言葉の暗唱(レムナント)

【Memo】


